





















































謝の思いでいっぱいです。創価大学も明後年、創立 50 周年を迎えます。現在、世界 58 ヵ国地域、













































































創立者池田先生がこのチェジュ大学から名誉博士号を授与されたのが、ちょうど 20 年前の 1999
年 5 月なのです。その 20 周年記念のシンポジウムをやるということで行かせていただきました。
私も「国際法と平和」というテーマで発表をさせていただきました。実は、今回の記念行事は















































































































3　A/RES/53/243,6October1999,Declaration and Programme of Action on a Culture of Peace.















その後、2007 年まで 5 年間、国連の事務次長を務めて退官をされます。もうひとつチョウド













































































私たちが生きている世界の人口は約 75 億人。そのうち約 1 割の 7 億 200 万人が一日 1.90 ドル
未満で生活をしていると言われています。1.90 ドルは約 200 円です。これは絶対的貧困の水準値
です。食費だけではなく、住居費から、衣服から全部入れて 200 円で生活するのは少なくとも
日本では無理でしょう。1 日 200 円だと 1 ヵ月 6,000 円くらいでしょうか。世界の 10 人に 1 人は
絶対的貧困なのです。最近、国際 NGO であるオックスファム（Oxfam）は、世界で最も裕福な




















で亡くなる子供の数は年間 540 万人だそうです。半数がアフリカのサハラ砂漠以南、さらに 30
％が南アジアです。サハラ以南では子どもの 13 人に 1 人が 5 歳の誕生日を迎えられない。理由は、
紛争、汚水、飢餓などです。また、当然衛生環境が悪いですから、伝染病や病気が蔓延する。そ
れに対して、高所得国ではその割合は 185 人に 1 人です。これは相当な差です。また、途上国で
























































収穫でした。この図は世界平和度指数を示したものです。2019 年のデータで日本は 200 ヵ国中 9





































和への選択』5 も出ています。平和学がいつ誕生したのかというと第 2 次大戦後になります。ご存
知の通り、第 2 次世界大戦中にナチス・ドイツによるユダヤ人の大量虐殺が起きました。この人



























ます。第 2 に貧困や食料や開発の問題。3 つめに人権の問題。そして 4 つめに地球環境問題です。

















































































































8　第 25 回「SGI の日」記念提言（聖教新聞 2000 年 1 月 26 日）。
9　ハービー・コックス／池田大作『二十一世紀の平和と宗教を語る』（潮出版社、2008 年）10 頁。
10　池田大作／フェリックス ･ ウンガー『人間主義の旗を』（東洋哲学研究所、2007 年）59 頁。









いたのは冷戦が終わった 1991 年の 17 分前です。では、今年（2019 年）現在残り何分でしょう。




























































13　池田大作／ A･ アタイデ『二十一世紀の人権を語る』（潮出版社、1995 年）。
14　池田・アタイデ対談をめぐっては、拙稿「『世界人権宣言』70 年―池田・アタイデ対談を読む―」『創価教
育』第 12 号。また、人権と池田先生の平和思想については、拙稿「人権概念を輝かせる池田 SGI 会長の















さて、第 2 次大戦後に移っていきたいと思います。平和、人権、開発の 3 つのキーワードを軸



















国の 5 ヵ国です。この 5 ヵ国が中心となって世界の平和と安全を維持しようとしてきたのが戦後
の世界なのです。









































































































































































ること」19 と定義されます。これは 2 本柱からなっていまして、1 つは恐怖からの自由（freedom
fromfear）です。簡単にいうと紛争や犯罪やテロ、大規模人権侵害などの暴力がない状態をさ
します。もう 1 つは欠乏からの自由（freedomfromwant）です。これは飢餓や貧困、疾病､ 環
境破壊など構造的な社会経済的問題からの解放をさします。この二つを柱とした概念です。淵源
16　池田大作／フェリックス ･ ウンガー『前掲書』（注 10）160 頁。
17　佐藤誠三郎「「国防」がなぜ「安全保障」になったのか―日本の安全保障の基本問題との関連で」『外交フォー






































































































































































スライドの右は、2019 年 8 月 2 日の聖教新聞の１面にインドの創価池田女子大学で入学式が





















































やく広まってまいりましたが、2030 年に向けて世界が取り組まなければならない目標を 17 の目
― 127 ―
創価教育　第 13号










































































































































































29　池田大作／ジョセフ ･ ロートブラット『前掲書』（注 7）213-214 頁。
30　池田大作「世界が期待する国連たれ」（注 4）。
































32　池田大作／ジョセフ ･ ロートブラット『前掲書』（注 7）245 頁。




球市民教育への一考察」1996 年 6 月 13 日）。














 （2020 年 8 月 6 日改稿）
― 134 ―
「平和の文化」と人間の安全保障
